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は
じ
め
に

近
年
、
株
価
上
昇
を
主
な
背
景
と
し
て
、
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
急
増
し
た
が
、
今
年
度
上
半
期
の
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
は
低
迷
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
株
価
下
落
の
要
因
に
な
っ
て
お
り
、
増
資

後
の
株
価
の
維
持
が
難
し
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
発
行
会
社
は
優
先
株
な
ど
の
種
類
株
式
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
株
価
下
落
を
回
避
す
る
な
ど
、
エ
ク
イ
テ
ィ
の
多
様
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
引
受
証
券
会
社
が
引
受
方
式
を

工
夫
す
る
こ
と
で
、
株
価
下
落
を
回
避
す
る
こ
と
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
新
株
予
約
権
を
利
用
す
る
方
法
や
、
発
行
株

式
を
分
割
し
て
発
行
し
、
株
式
数
の
急
増
を
防
ぐ
方
法
な
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
の
多
様
化
が

進
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
包
括
的
新
株
発
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）、
最
低
資
本
調
達
金
額
保
証
型
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
Ｆ
Ｂ

Ｆ
）、
行
使
許
可
条
項
付
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
イ
シ
ュ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｔ
Ｉ
Ｐ
）
な
ど
を
紹
介
し
、
こ
の
よ
う
な
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
の
多
様
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

１
　
修
正
条
項
付
転
換
社
債
（
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
）

修
正
条
項
付
転
換
社
債
（M

oving
Strike

C
onvertible

B
ond：

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
）
は
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
が
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
株
を
大
量
取

得
す
る
際
に
利
用
し
た
こ
と
で
有
名
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
も
海
外
私
募
発
行
に
お
い
て
、
大
幅
な
株
価
下
落
や
乱
高
下
が

エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
の
多
様
化

松
尾
　
順
介



発
生
し
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
は
転
換
価
額
が
修
正
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
転
換
株

数
が
変
動
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
買
受
先
は
、
時
価
よ
り
一
定
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
で
権
利
行
使
で
き
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
株
価
が
変
動
す
る
と
、
買
受
先
は
安
値
を
下
回
る
転
換
価
額
で
転
換
し
、
高
値
で
売
却
し
て
利
ザ
ヤ
を
稼
げ
る
こ
と
か
ら
、
買

受
先
は
空
売
り
、
時
に
は
株
価
操
作
を
行
っ
て
ま
で
、
株
価
を
変
動
さ
せ
る
誘
因
を
も
つ
と
と
も
に
、
安
値
で
転
換
す
る
と
転
換
株

数
が
増
加
す
る
た
め
、
希
薄
化
が
進
み
、
株
価
の
下
落
要
因
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
悪
の
場
合
、
発
行
会
社
の
株
価
は
乱
高
下

し
な
が
ら
下
落
し
、
最
後
に
は
限
界
的
な
価
格
に
張
り
付
き
、
回
復
で
き
な
く
な
る
。
い
わ
ゆ
るD

eath
Spiral

で
あ
る
（
１
）。

他
方
、
公
募
増
資
も
株
価
下
落
要
因
に
な
る
場
合
が
多
く
（
２
）、

公
募
市
場
の
機
能
不
全
と
い
っ
た
見
方
も
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て

は
、
①
ネ
ッ
ト
取
引
の
拡
大
に
伴
い
、
大
手
証
券
会
社
の
個
人
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
縮
小
し
、
短
期
間
に
大
量
の
公
募
新
株
を
販

売
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
、
②
投
資
判
断
要
素
が
多
様
化
し
、
個
人
投
資
家
も
機
関
投
資
家
も
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
判
断
基

準
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
証
券
会
社
が
一
時
点
の
特
定
値
（
公
募
価
格
）
を
決
定
し
た
上
、
そ
の
営
業
力
で
販
売
す
る

方
式
と
、
投
資
家
と
の
間
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
発
生
し
て
き
た
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
よ
う
に
公

募
新
株
を
各
投
資
家
に
は
め
込
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
現
在
で
は
大
規
模
の
公
募
の
場
合
、
予
め
ヘ
ッ

ジ
フ
ァ
ン
ド
等
が
空
売
り
し
て
お
き
、
公
募
新
株
の
購
入
に
よ
っ
て
手
仕
舞
い
し
、
値
下
が
り
分
の
利
益
を
確
保
す
る
と
い
っ
た
手

法
も
行
わ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
公
募
市
場
の
難
点
を
回
避
す
る
手
法
と
し
て
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
を
位
置
づ
け
、
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
中
心
的
存

在
に
な
る
よ
う
育
成
す
る
と
い
う
試
み
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
ウ
ェ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
証
券
で
あ
る
。
同
社
は
、
野
村
證
券
で
Ｍ
Ｓ

Ｃ
Ｂ
を
手
が
け
た
安
田
道
男
氏
が
二
〇
〇
五
年
三
月
に
設
立
し
た
証
券
会
社
（
設
立
当
初
は
、
ビ
ー
ビ
ー
ネ
ッ
ト
証
券
）
で
あ
り
、

現
在
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
や
新
株
予
約
権
を
中
心
に
引
受
を
行
っ
て
い
る
。
同
社
が
設
計
し
た
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
は
、
証
券
会
社
が
当
該
ポ
ジ
シ
ョ
ン

（15）



を
長
期
間
保
有
す
る
こ
と
で
、
需
要
創
出
期
間
の
長
期
化
を
図
り
、
株
式
発
行
の
時
間
分
散
を
企
図
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
株
価

水
準
で
の
投
資
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
社
の
指
摘
す
る
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
、
①
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
の
割
当
先
の
証
券
会
社
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
新
株
の
買
い
手

を
捜
す
こ
と
が
で
き
る
、
②
転
換
時
点
で
株
価
水
準
が
異
な
る
た
め
、
投
資
家
へ
の
販
売
価
格
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
各
投
資
家
は

自
ら
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
価
格
で
購
入
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
、
③
割
当
先
の
証
券
会
社
が
市
場
動
向
を
考
慮
し
た
時
間
分
散
売
却
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
株
価
下
落
圧
力
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
、
④
株
価
が
上
昇
し
た
場
合
、
転
換
価
額
が
上
方
修
正
さ
れ
る

こ
と
か
ら
発
行
株
数
を
低
減
で
き
る
、
⑤
発
行
会
社
の
判
断
に
よ
り
、
ゼ
ロ
コ
ス
ト
で
繰
上
げ
償
還
で
き
る
、
⑥
公
募
増
資
よ
り
も

短
期
間
で
発
行
で
き
、
機
動
的
な
資
金
調
達
が
で
き
る
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
、
同
社
は
①
株
価
へ
の
配
慮
を
最
重
視
し
、
よ
り
多
く
の
投
資
家
に
相

対
売
却
を
行
う
、
②
再
生
企
業
だ
け
で
な
く
、
広
範
囲
な
発
行
会
社
に
と
っ
て
利
用
可
能
で
あ
り
か
つ
株
主
・
発
行
会
社
双
方
に
と

っ
て
有
益
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
と
な
る
よ
う
注
力
す
る
、
③
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
の
マ
イ
ナ
ス
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
払
拭
し
、
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
手
法
の
王
道
的
手
法
と
し
て
定
着
さ
せ
る
、
と
い
っ
た
点
を
重
視
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
の
問
題
点
と
し
て
指

摘
さ
れ
て
き
た
、
希
薄
化
と
株
価
下
落
のD

eath
Spiral

を
抑
制
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
同
社
の
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
開
発
方
針
は
、
公
募
市
場
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
整
合
的
に
構
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
同
社
が
割
当
先
に
な
っ
た
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
実
績
と
し
て
は
、
ビ
ー
ビ
ー
ネ
ッ
ト
の
第
二
回
無
担
保
転
換
社
債
型
新
株
予
約
権
付
社

債
（
二
〇
〇
七
年
五
月
二
五
日
取
締
役
会
決
議
、
発
行
総
額
二
億
円
）
お
よ
び
第
三
、
四
回
無
担
保
転
換
社
債
型
新
株
予
約
権
付
社

債
（
二
〇
〇
七
年
七
月
一
二
日
取
締
役
会
決
議
、
発
行
総
額
計
六
億
円
）
で
あ
る
。

（16）



２
　
包
括
的
新
株
発
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）

新
株
発
行
が
需
給
関
係
を
悪
化
さ
せ
、
株
価
下
落
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
分
散
的
に
発
行
し
よ
う
と
す
る
ス

キ
ー
ム
が
、
包
括
的
新
株
発
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Straight-E

quity
issue

Program
：

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
で
あ
り
、
発
行
会
社
と
第
三
者
割

当
先
と
の
間
で
「
第
三
者
割
当
に
よ
る
株
式
買
取
基
本
契
約
」（
こ
れ
を
包
括
的
新
株
発
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
締
結
し
た
上
で
新
株

を
発
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
契
約
で
は
、
予
め
新
株
の
発
行
枠
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
発
行
会
社
が
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
し
な

が
ら
新
株
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
普
通
社
債
発
行
に
お
け
る
発
行
登
録
制
度
に
類
似
し
た
発
行
方
式
で
あ
り
、
新

株
発
行
を
小
口
に
時
間
分
散
す
る
こ
と
で
、
希
薄
化
の
分
散
お
よ
び
需
給
関
係
の
悪
化
を
回
避
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
方
式
を
採
用
し
た
の
は
、
ス
タ
ー
・
マ
イ
カ
社
で
あ
り
、
同
社
は
二
〇
〇
七
年
五
月
八
日
に
ド
イ
ツ
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
と

の
間
で
上
記
の
契
約
を
取
り
交
わ
し
た
。
こ
の
事
例
で
は
、
契
約
締
結
日
か
ら
二
年
間
の
期
間
に
お
い
て
、
上
限
で
総
数
一
万
株
の

普
通
株
式
を
ド
イ
ツ
銀
行
に
対
し
、
随
時
割
当
て
る
も
の
で
あ
る
。

発
行
時
期
は
、
発
行
会
社
の
取
締
役
会
決
議
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
上
限
一
万
株
は
、
Ａ
種
割
当
（
第
一
回
か
ら
第
四
回
ま
で
四

〇
〇
〇
株
）、
Ｂ
種
割
当
（
第
五
回
か
ら
第
七
回
ま
で
三
〇
〇
〇
株
）、
Ｃ
種
割
当
（
第
八
回
か
ら
第
一
〇
回
ま
で
の
三
〇
〇
〇
株
）

に
区
分
さ
れ
、
合
計
一
〇
回
に
分
割
し
て
発
行
さ
れ
る
（
表
１
参
照
）。

ま
た
、
Ａ
種
割
当
に
つ
い
て
は
、
割
当
タ
ー
ゲ
ッ
ト
価
格
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
増
資
に
か
か
る
取
締
役
会
決
議
の
前
営

業
日
の
終
値
に
〇
・
九
を
乗
じ
た
価
額
が
発
行
価
額
と
な
り
、
割
当
時
期
も
割
当
数
も
発
行
会
社
の
完
全
な
裁
量
で
決
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
Ｂ
種
割
当
に
つ
い
て
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
価
格
が
三
〇
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
が
割
当
決
定
の
条
件
と
さ
れ
、
Ｃ
種
割
当
で
は
、

三
五
万
円
以
上
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
割
当
数
量
は
原
則
と
し
て
い
ず
れ
も
一
〇
〇
〇
株
で
あ
る
が
、
Ｂ
種
割
当
と
Ｃ
種
割
当

の
場
合
、
一
定
の
条
件
（
割
当
制
限
条
項
）
の
下
で
減
少
す
る
。

（17）



こ
こ
で
定
め
ら
れ
て
い
る
割
当
制
限
条
項
は
、
対
象
期
間
中
の
当
該
株
式
の
三
か
月
平
均
売
買

金
額
が
四
六
九
一
万
九
五
〇
〇
円
を
下
回
っ
た
場
合
、
一
回
当
た
り
の
割
当
数
は
五
〇
〇
株
と
し
、

そ
の
後
同
平
均
売
買
金
額
が
四
六
九
一
万
九
五
〇
〇
円
を
回
復
し
た
場
合
、
一
回
当
た
り
の
割
当

数
は
一
〇
〇
〇
株
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
対
象
期
間
中
、
三
か
月
平
均
売
買
金
額
が
二
三
四
五
万
九

七
五
〇
円
を
下
回
っ
た
場
合
、
割
当
は
一
時
中
止
さ
れ
、
そ
の
後
同
平
均
金
額
が
四
六
九
一
万
九

五
〇
〇
円
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、
一
回
当
た
り
割
当
数
は
五
〇
〇
株
と
な
る
。
ま
た
、
同
平
均

売
買
金
額
が
七
五
〇
七
万
一
二
〇
〇
円
を
回
復
し
た
場
合
、
一
回
当
た
り
の
割
当
数
は
一
〇
〇
〇

株
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
割
当
制
限
条
項
を
導
入
し
た
理
由
は
、
売
買
金
額
が
低
迷
し
た
場
合
、
新
株
発
行

が
需
給
関
係
を
よ
り
悪
化
さ
せ
、
株
価
下
落
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
基
本
契
約
締
結
前
日
の
終
値
は
二
九
万
二
〇
〇
〇
円
、
売
買
金

額
は
五
〇
二
七
万
円
、
売
買
金
額
の
七
五
日
移
動
平
均
は
二
億
六
〇
二
九
万
円
で
あ
っ
た
。

ス
タ
ー
・
マ
イ
カ
社
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
理
由
と
し
て
、
以
下
の
五
点
を
挙
げ
て
い

る
。①

　
新
株
発
行
枠
の
確
保
と
機
動
的
な
資
金
調
達：

発
行
会
社
の
裁
量
で
機
動
的
に
資
金
調
達

が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
発
行
会
社
は
割
当
を
行
う
際
に
は
、
毎
回
取
締
役
会
決
議
を
取

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

②
　
資
本
調
達
目
標
株
価
に
よ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
イ
シ
ュ
ー：

一
定
の
株
価
以
上
で
し
か
新
株
発
行
が
で
き
ず
、
逆
に
株
価
上
昇

（18）

表１　スター・マイカ社によるSTEPのスキーム

Ｂ種割当 Ｃ種割当

4,000株 3,000株 3,000株
１回当たり割当株数 1,000株 1,000株 1,000株
割当ターゲット価格 該当無し 300,000円以上 350,000円以上
割当可能期間 ２年間 ２年間 ２年間

無し

第１回～第４回 第５回～第７回 第８回～第10回

（資料）同社プレスリリース「第三者割当による株式買取基本契約締結に関するお知ら
せ」2007年５月８日。

Ａ種割当
対象割当回数
割当可能株数

割当制限条項 有り 有り



に
比
例
し
て
、
調
達
額
は
増
加
す
る
。

③
　
シ
ン
プ
ル
な
設
計：

単
純
な
第
三
者
割
当
で
あ
り
、
発
行
価
額
も
そ
の
時
々
の
時
価
を
ベ
ー
ス
に
決
定
さ
れ
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
の

よ
う
な
転
換
価
額
修
正
条
項
も
な
く
、
ま
た
権
利
行
使
請
求
の
よ
う
な
概
念
は
な
い
。

④
　
真
の
「
エ
ク
イ
テ
ィ
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン
」
性：

発
行
会
社
の
裁
量
で
割
当
時
期
を
決
定
で
き
る
。

⑤
　
発
行
会
社
に
よ
る
解
約
権：

将
来
的
に
資
金
調
達
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
発
行
会
社
の
選
択
で
解
約
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
、
証
券
会
社
側
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

ま
ず
、
急
遽
割
当
が
行
わ
れ
た
際
に
も
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
い
つ
割
り
当
て
ら
れ
て
も
実
務
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
常
に
準
備

し
て
お
く
必
要
が
生
じ
る
。
次
に
、
発
行
会
社
に
は
、
実
力
以
上
の
株
価
を
期
待
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
た
め
、
割
当
直
前

に
発
行
会
社
側
か
ら
株
価
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
出
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
事
例
で
は
、

直
前
三
日
間
は
そ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
発
信
さ
れ
な
い
よ
う
契
約
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
。
な
お
、
手
数
料
と
し
て
は
、
発
行
価

額
を
終
値
の
九
〇
％
に
設
定
す
る
こ
と
か
ら
、
一
〇
％
相
当
分
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
が
手
数
料
と
な
り
、
発
行
枠
の
設
定
に
係
る
手

数
料
は
徴
求
し
な
い
。

ち
な
み
に
、
五
月
一
四
日
の
取
締
役
会
決
議
で
、
第
一
回
目
の
割
当
が
行
わ
れ
、
発
行
価
額：

一
株
二
五
万
三
八
〇
〇
円
で
、
一

〇
〇
〇
株
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
同
種
の
発
行
事
例
と
し
て
は
、
ト
ッ
キ
が
二
〇
〇
七
年
六
月
一
一
日
付
の
取
締
役
会
決
議
で
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
定
を
決
定

し
て
お
り
、
同
社
は
対
象
割
当
回
数
五
回
、
一
回
当
た
り
の
割
当
株
数
八
〇
万
株
、
割
当
可
能
期
間
二
年
間
を
設
定
し
て
い
る
（
表

２
参
照
）。
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３
　
最
低
資
本
調
達
金
額
保
証
型
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
Ｆ
Ｂ
Ｆ
）

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
が
株
価
下
落
の
悪
循
環
（
い
わ
ゆ
るD

eath
Spiral

）
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
勘

案
し
て
設
計
さ
れ
た
ス
キ
ー
ム
が
、
こ
の
「
最
低
資
本
調
達
金
額
保
証
型
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」（F

loored
B

lock

F
inance：

Ｆ
Ｂ
Ｆ
）
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
発
行
例
は
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
社
の
新
株
予
約
権
で
あ
り
、
ド
イ

ツ
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
を
割
当
先
（
第
三
者
割
当
）
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
六
月
二
五
日
に
取
締
役
会
決
議
さ

れ
て
い
る
。

同
方
式
で
は
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
社
が
ド
イ
ツ
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
と
「
新
株
予
約
権
買
取
契
約
」
を
締
結
し

た
上
で
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
社
株
式
四
〇
万
株
を
対
象
と
す
る
新
株
予
約
権
を
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
社
株
式
の
時
価
の

六
〇
％
で
、
ド
イ
ツ
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
を
割
当
先
と
し
て
発
行
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ま
ず
グ

ッ
ド
ウ
ィ
ル
社
は
同
社
株
式
四
〇
万
株
の
条
件
決
定
日
（
七
月
六
日
）
の
時
価
（
終
値
）
の
六
〇
％
相
当
額
を

調
達
す
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
こ
の
新
株
予
約
権
は
三
か
月
以
内
に
全
部
権
利
行
使
（
マ
ン
ダ
ト
リ
ー
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
銀
行
は
こ
の
権
利
を
行
使
し
て
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
社
の
新
株
四
〇
万
株
を
引
き
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
権
利
行
使
の
際
は
そ
の
時
点
の
時
価
の
九
五
％
が
権
利
行
使
価
額
と
さ
れ

る
が
、
払
込
金
額
は
、
こ
の
価
額
か
ら
先
に
支
払
っ
た
六
〇
％
相
当
額
を
控
除
し
た
金
額
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
方
式
で
は
、
新
株
予
約
権
の
条
件
決
定
日
の
株
価
×
四
〇
万
株
×
六
〇
％
相
当
額
の
資
金

調
達
が
、
最
低
資
金
調
達
と
し
て
保
証
さ
れ
た
上
で
、
さ
ら
に
三
か
月
以
内
の
権
利
行
使
時
点
の
株
価
×
九

五
％
×
四
〇
万
株
―
最
低
保
証
額
の
資
金
調
達
が
追
加
的
に
可
能
に
な
る
。
た
だ
し
、
例
え
ば
権
利
行
使
時
点

（20）

表２　トッキ社によるSTEPのスキーム

第４回 第５回

割当ターゲット価格 該当無 800円以上 1,000円以上
本件決議日から２年間

800,000株 800,000株 800,000株

（資料）同社プレスリリース「第三者割当による株式買取基本契約」2007年６月12日。

対象割当回数 第１回～第３回
１回当たりの割当株数

割当可能期間 本件決議日から２年間 本件決議日から２年間



の
株
価
が
、
新
株
予
約
権
の
条
件
決
定
日
の
株
価
の
六
〇
％
に
下
落
し
た
場
合
、
追
加
的
な
資
金
調
達
は
行
わ
れ
な
い
が
、
あ
く
ま

で
も
最
低
保
証
金
額
は
保
証
さ
れ
る
。
な
お
、
権
利
行
使
に
際
し
て
の
行
使
価
額
は
、
行
使
請
求
の
効
力
発
生
日
（
修
正
日
）
と
そ

の
前
日
の
終
値
の
平
均
値
の
九
五
％
と
し
て
い
る
。

発
行
会
社
に
と
っ
て
、
こ
の
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①

新
株
予
約
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
株
数
は
、
四
〇
万
株
に
固
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
上
の
株
式
発
行
が
行
わ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
予
想
以
上
に
希
薄
化
す
る
こ
と
が
な
い
。

②
　
新
株
予
約
権
の
条
件
決
定
日
の
終
値
の
六
〇
％
相
当
額
の
資
金
調
達
が
最
低
限
確
保
さ
れ
る
。

③
　
株
価
動
向
次
第
で
追
加
的
な
資
金
調
達
の
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
希
薄
化
が
株
価
下
落

を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
が
発
行
株
数
増
加
を
も
た
ら
し
て
さ
ら
に
希
薄
化
を
加
速
さ
せ
る
と
い
っ
た
悪
循
環
が
回
避
さ
れ
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
点
は
特
徴
的
で
あ
る
。

他
方
、
割
当
先
の
証
券
会
社
に
と
っ
て
は
、
権
利
行
使
価
額
の
決
定
に
際
し
て
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
五
％
相
当
分
が
一
種
の

手
数
料
と
な
り
、
こ
の
五
％
相
当
分
は
、
株
価
が
上
昇
し
た
場
合
、
そ
の
絶
対
額
も
大
き
く
な
る
が
、
逆
に
株
価
が
下
落
し
た
場
合

は
縮
小
し
、
仮
に
条
件
決
定
日
の
六
〇
％
以
下
に
下
落
し
た
場
合
、
損
失
さ
え
も
被
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
価
格
変
動

リ
ス
ク
の
あ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
と
い
え
、
証
券
会
社
側
は
別
途
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
フ
ィ
ー
を
徴
求
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
フ
ィ
ー
は
公
募
の
場
合
の
引
受
手
数
料
に
相
当
す
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
証
券
会
社
に
と
っ
て
は
、
条
件
決

定
日
以
降
に
お
い
て
株
価
が
急
落
し
た
場
合
も
、
マ
ン
ダ
ト
リ
ー
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
解
除
で
き
な
い
の
で
、
大
き
な
損
失
を
被
る

可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
で
対
応
す
る
必
要
性
が
あ
り
、
特
に
株
価
に
影
響
の
あ
る
ニ
ュ
ー

ス
は
条
件
決
定
以
前
に
出
さ
せ
る
必
要
も
あ
る
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
証
券
会
社
に
と
っ
て
も
、
発
行
会
社
に
と
っ
て
も
株
価
が
上
昇
し
た
場
合
、
手
取
り
資
金
額
や
手
数
料
相
当
額

が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
株
価
下
落
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
誘
因
は
除
去
さ
れ
る
と
い
え
る
。

４
　
行
使
許
可
条
項
付
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
イ
シ
ュ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｔ
Ｉ
Ｐ
）

行
使
許
可
条
項
付
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
イ
シ
ュ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（T

arget
Issue

Program
：

Ｔ
Ｉ
Ｐ
）
と
は
、
発
行
会
社
が
新
株

発
行
を
希
望
す
る
目
標
株
価
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
価
格
）
を
定
め
、
こ
れ
を
行
使
価
額
と
し
て
設
定
し
た
新
株
予
約
権
で
あ
り
、
将
来
の

株
価
上
昇
を
見
越
し
て
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
の
行
使
価
額
に
よ
っ
て
、
段
階
的
に
新
株
発
行
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
新
株
予
約
権
の
割
当
先
の
権
利
行
使
に
関
し
て
は
、
発
行
会
社
の
行
使
許
可
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採
用
し
た
の
は
、
メ
デ
ィ
ネ
ッ
ト
（
二
〇
〇
七
年
二
月
六
日
、
取
締
役
会
決
議
）、
ア
ル
フ
ァ
グ
ル
ー
プ

（
二
〇
〇
七
年
二
月
一
六
日
、
取
締
役
会
決
議
）
お
よ
び
エ
ス
ア
ー
ル
ジ
ー
タ
カ
ミ
ヤ
（
二
〇
〇
七
年
三
月
九
日
、
取
締
役
会
決
議
）

で
あ
る
。

こ
の
う
ち
エ
ス
ア
ー
ル
ジ
ー
タ
カ
ミ
ヤ
は
、
ド
イ
ツ
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
を
割
当
先
と
し
て
、
新
株
発
行
（
二
〇
万
株
、
三
・
二

億
円
）
を
行
っ
た
上
で
、
三
回
の
新
株
予
約
権
を
発
行
し
た
。
同
社
の
ス
キ
ー
ム
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
　
固
定
行
使
価
額
（
資
金
調
達
目
標
株
価
）
に
よ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
イ
シ
ュ
ー
で
あ
り
、
資
金
調
達
を
行
う
際
の
目
標
株
価
を

新
株
予
約
権
の
行
使
価
額
と
し
て
お
り
、
株
価
上
昇
に
伴
っ
て
段
階
的
に
新
株
予
約
権
が
権
利
行
使
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
通
り

の
行
使
価
額
（
二
四
〇
〇
円
、
二
七
〇
〇
円
、
三
〇
〇
〇
円
）
を
三
回
の
新
株
予
約
権
（
第
一
〜
三
回
）
の
シ
リ
ー
ズ
に
設
定

し
て
い
る
。

②
　
行
使
許
可
条
項
を
付
し
て
お
り
、
新
株
予
約
権
の
権
利
行
使
に
関
し
て
は
、
発
行
会
社
の
許
可
な
く
し
て
は
、
権
利
行
使
で

（22）



き
な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
権
利
行
使
が
許
可
さ
れ
た
場
合
、
当
該
行
使
許
可

の
到
着
日
当
日
か
ら
一
〇
営
業
日
の
期
間
に
行
使
許
可
に
示
さ
れ
た
範
囲
内
（
二
万

五
〇
〇
〇
個
）
で
新
株
予
約
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
行
使
許
可
に
際

し
て
は
、
発
行
会
社
の
資
金
需
要
と
市
場
環
境
等
を
勘
案
し
て
決
定
す
る
。

③
　
最
大
希
薄
化
数
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
で
問
題
視
さ
れ
た
よ
う
に
、

株
価
次
第
で
発
行
株
式
数
が
拡
大
す
る
よ
う
な
懸
念
を
払
拭
し
て
い
る
。

④
　
買
入
消
却
条
項
が
付
さ
れ
て
お
り
、
資
金
調
達
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
あ

る
い
は
よ
り
好
条
件
で
の
資
金
調
達
手
法
が
確
保
で
き
た
場
合
、
発
行
会
社
の
選
択

で
、
随
時
残
存
新
株
予
約
権
を
買
入
消
却
で
き
る
。
な
お
、
買
入
消
却
額
は
発
行
価

額
と
同
額
と
さ
れ
、
キ
ャ
ン
セ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ィ
ー
な
ど
は
発
生
し
な
い
。

⑤
　
行
使
価
額
修
正
条
項
・
選
択
権
が
付
さ
れ
て
お
り
、
第
二
回
と
第
三
回
新
株
予
約

権
に
関
し
て
は
、
発
行
会
社
の
選
択
（
取
締
役
会
決
議
）
に
よ
り
、
行
使
価
額
の
修

正
を
開
始
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
修
正
の
際
に
は
、
そ
の
旨
が
発
行
会

社
か
ら
新
株
予
約
権
者
に
通
知
さ
れ
、
行
使
価
額
は
、
通
知
が
行
わ
れ
た
日
の
翌
営

業
日
以
降
、
行
使
請
求
の
効
力
発
生
日
（
修
正
日
）
の
前
日
ま
で
の
三
連
続
営
業
日

の
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
取
引
所
終
値
の
平
均
値
の
九
三
％
に
相
当
す
る
金
額
に
修
正
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
下
限
行
使
価
額
は
、
第
二
回
一
三
五
〇
円
、
第
三
回
一
五
〇
〇
円
と

さ
れ
て
い
る
。

（23）

表３　エスアールジータカミヤ社によるTIPのスキーム

第２回新株予約権 第３回新株予約権

行使請求期間 該当なし ３年間 ３年間
該当なし

200,000株 200,000個 200,000個

（資料）同社プレスリリース「第三者割当による新株式発行、第１回～第３回新株予約権発行および
新株予約権買取契約（行使許可条項付・ターゲット・イシュー・プログラム "TIP"）締結に
関するお知らせ」2007年３月９日。

新株式発行
発行数

行使許可条項 有 有

第１回新株予約権
200,000個

発行価額の総額 320,000,000円 3,200,000円 2,600,000円 2,000,000円
発行価格 1,600円 16円 13円 10円
行使価額 該当なし 2,400円 2,700円 3,000円
「行使価額の修
正」の項目

該当なし 無 有 有

３年間
有



⑥
　
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
価
格
を
設
定
し
た
新
株
予
約
権
を
予
め
発
行
し
て
お
く
こ
と
で
、
株
価
上
昇
後
の
有
利
な
価
格
に

よ
る
資
本
調
達
を
ス
タ
ン
バ
イ
で
き
（
自
己
資
本
調
達
の
ス
タ
ン
バ
イ
効
果
）、
新
株
発
行
の
よ
う
に
手
続
き
に
か
か
る
所
要

時
間
を
短
縮
化
し
、
機
動
的
な
資
金
調
達
が
可
能
に
な
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、
最
初
の
第
三
者
割
当
に
よ
っ
て
、
最
低
限
必
要
な
資
金
を
調
達
し
た
上
で
、
そ
の
後
の
企
業
の

成
長
と
株
価
上
昇
に
よ
っ
て
、
追
加
的
か
つ
段
階
的
に
資
金
を
調
達
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
追
加
的
な
資
金

調
達
に
は
、
不
確
実
性
が
あ
る
も
の
の
、
会
社
の
成
長
性
に
一
定
程
度
連
動
し
た
資
金
調
達
が
可
能
に
な
る
と
い
え
る
。
成
長
企
業

向
け
の
ス
キ
ー
ム
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
割
当
先
が
第
三
者
割
当
さ
れ
た
新
株
を
短
期
間
で
市
場
売
却
す
る
と
、
そ
の
後
の
株
価
展

開
が
重
た
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
新
株
予
約
権
の
権
利
行
使
が
難
し
く
な
り
、
第
三
者
割
当
先
に
と
っ
て
も
好
ま

し
く
な
い
結
果
と
な
る
た
め
、
株
価
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
株
価
下
落
を
回
避
し
つ
つ
売
却
す
る
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
、
発
行

会
社
の
想
定
す
る
株
価
の
成
長
シ
ナ
リ
オ
を
支
援
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
割
当
先
の
証
券

会
社
の
手
に
す
る
手
数
料
は
、
新
株
予
約
権
を
行
使
し
た
際
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
部
分
の
み
で
あ
り
、
ス
キ
ー
ム
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
・
フ
ィ
ー
は
発
生
し
な
い
。

ま
と
め

以
上
、
四
つ
の
ス
キ
ー
ム
を
紹
介
し
た
が
、
簡
単
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
ウ
ェ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
社
の
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、
従
来
の
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
が
有
し
て
い
たSpiral

的
な
要
素
を

払
拭
し
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
新
株
発
行
の
時
間
分
散
を
図
り
、
公
募
発
行
に
代
わ
る
資
金
調
達
手
法
と
し
て
育
成
し

よ
う
と
す
る
点
で
斬
新
な
試
み
と
い
え
る
が
、
こ
の
間
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
に
付
着
し
た
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
払
拭
す
る
か
が
課
題

（24）



と
い
え
る
。

次
に
、
ド
イ
ツ
証
券
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
は
、
第
三
者
割
当
に
よ
っ
て
新
株
発
行
枠
を
設
定
し
、
新
株
発
行
を
小
口
か
つ
時
間
的
に
分
散

さ
せ
る
こ
と
を
試
み
て
お
り
、
ウ
ェ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
証
券
の
試
み
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
た
だ
し
、
毎
回
取
締
役
会
決
議
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
証
券
会
社
も
機
動
的
な
対
応
が
要
求
さ
れ
る
。

第
三
に
、
Ｆ
Ｂ
Ｆ
は
、
最
低
資
本
調
達
を
確
保
し
た
上
で
、D

eath
Spiral

性
を
払
拭
し
、
株
価
上
昇
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
割

当
先
に
維
持
さ
せ
な
が
ら
、
追
加
的
な
資
金
調
達
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
追
加
的
な
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
不
確
実

性
を
免
れ
ら
れ
な
い
。

第
四
に
、
Ｔ
Ｉ
Ｐ
は
、
最
初
に
第
三
者
割
当
で
必
要
額
の
資
本
を
調
達
し
た
上
で
、
追
加
的
な
資
金
調
達
を
企
図
す
る
点
で
Ｆ
Ｂ

Ｆ
と
似
て
い
る
要
素
が
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｆ
Ｂ
Ｆ
は
追
加
的
資
金
調
達
が
一
回
限
り
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｔ
Ｉ
Ｐ
は
段
階
的
に
、
か

つ
株
価
の
成
長
に
合
わ
せ
て
資
金
調
達
が
で
き
る
点
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
い
ず
れ
の
手
法
も
従
来
の
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
の
難
点
を
払
拭
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
発
行
会
社
の
資
金
調

達
ニ
ー
ズ
に
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
今
後
も
新
し
い
手
法
が
開
発
さ
れ
て
く
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
手
法
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
株
価
展
開
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
は
、
も
う
少
し

サ
ン
プ
ル
数
の
増
加
を
待
っ
て
実
証
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）

こ
の
よ
う
な
Ｍ
Ｓ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
と
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」、『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』、
一
六
三
七
号
、
二
〇
〇
六

（25）



年
八
月
、
参
照
。
あ
る
い
は
、
最
近
で
も
「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
地
獄
か
ら
の
生
還
」、『
日
経
金
融
新
聞
』、
二
〇
〇
七
年
五
月
二
五
日
、
参
照
。

（
２
）

日
本
証
券
業
協
会
・
会
員
に
お
け
る
引
受
審
査
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
「
会
員
に
お
け
る
引
受
審
査
の
あ
り
方
・
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ

の
取
扱
い
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
―
会
員
に
お
け
る
引
受
審
査
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
最
終
報
告
―
」
の
別
紙
二

に
、「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
と
公
募
増
資
と
の
株
価
に
関
す
る
比
較
検
証
」
と
題
し
て
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
株
価
に
与
え
る
影
響
を
検
討
し

て
い
る
。http://w

w
w

.jsda.or.jp/htm
l/houkokusyo/pdf/hikiuke4.pdf

＊
本
稿
は
、
ウ
ェ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
証
券
お
よ
び
ド
イ
ツ
証
券
な
ど
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
を
も
と
に
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
本
稿
を
作
成

す
る
に
際
し
、
安
立
聖
子
氏
（
ド
イ
ツ
証
券
）、
今
村
吉
宏
氏
（
ド
イ
ツ
証
券
）、
遠
藤
吉
成
氏
（
ド
イ
ツ
証
券
）、
大
杉
謙
一
氏
（
中
央
大
学
法
科

大
学
院
）、
川
畑
貴
史
氏
（
エ
ス
ア
ー
ル
ジ
ー
タ
カ
ミ
ヤ
）、
木
村
寛
氏
（
ド
イ
ツ
証
券
）、
酒
井
将
平
氏
（
ウ
ェ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
証
券
）、
東
泉

吉
彦
氏
（
ド
イ
ツ
証
券
）、
安
田
道
夫
氏
（
ウ
ェ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
証
券
）（
以
上
五
〇
音
順
）
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
客
員
研
究
員
）

（26）


